
2022年度関東スポ少大会 女子決勝戦評
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 白(大野)ボールからのスタート。白13番のトップからのシュートでスタート。青15番が入れ返す。お

互いに入れたら入れ返す。残り4：00、17-9。

 3：10、白5番の鮮やかなミドルショット、イン。

 2：30、青11番のゴール下で返す。お互いに少ないファール数。

 1：58、白のリバウンドからの速攻を、青がゴール下でファールで止める。白13番のフリースロー。

21-11で、10点差で大野リード。

 残り38秒、青６番のドライブ、イン。カウントワンスローで、23-15で縮めるも、最終的に25-15で終

了。変わらず10点差で、ハーフタイムへ。

 コート替わって、３Q。白(大野)ボールからスタート。ハイポスト白５番のシュート、落とす。お互い

に１分位は入らず。白12番の左サイドエンドからのドライブで得点、カウントワンスロー。白５番のハ

イポストからのジャンプシュート、イン。始まって２分で、30-15のダブルスコアと開く。

 青ゴール、ことごとく嫌われる。白12番の右サイドエンドからの鮮やかなドライブ、左手でイン。残

り2：47で青５のドライブ、イン。その後、青のタイムアウト。青５番がフリースローを決め、スター

ト。32-18。

 白がナンバーコール”2番”！白12番が右サイドから切れ込んだ所にパスを、34-18。徐々にお互いが激

しくなるディフェンス。残り22秒、白12番のミドル、イン。38-19のダブルスコアで3Q終了。

 最終Qは、青(北守谷)からスタート。青7番がゴール下で粘り、フリースロー。しかし入らず。青６番

ゴール下へ左から右ドライブ、フリースロー。その後も、ゴール下へ、ゴール下へでフリースローを

得、42-22。着実にフリースローをゲットできていれば、展開が変わっていたか…。白は、ファールがか

さんでいく。これから白のファールは、全て青のフリースローとなる。

 残り2：52で、青のサイドボールで、北守谷がタイムアウト。42-24。中へ中へドライブ、フリース

ローを得、少しずつ得点。44-28。

 残り１分で、白４番がゴール下シュート、イン。ファールをもらいフリースローゲット。青、ドライ

ブで２本ゲット。最後まで粘るも、47-32で終了する。
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 Tip Off！北守谷ボールでスタート。青(北守谷)４番ドライブで崩れながらジャンプシュート。しか

し、入らず。白(大野)14番が切れ込み、ゴール下でシュート、始まる。県南B同地区の決勝、息詰まる熱

戦の始まりである。青10番のペイントエリアのジャンプシュートで返す。青４番の３度目のドライブ

で、フリースローをゲット。１本フリースロを入れる。白４番、同様にやり返す。フリースロー１本を

入れる。お互いにあまり点数を入れられず、残り1：25で７ʷ５（大野VS北守谷）白７番左トップから

のシュート、イン。残り30秒で９ʷ５。残り17秒で、青ボール、北守谷のタイムアウト。青６番ドライ

ブ、入らず逆速攻に。白12番、ゲット。11-5、白６点リードで、１Qを終了。


